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のレスキュー活動に従事している。約一〇万点 被災史料を救出 る一方 で一瞬にして失われ、救出できなかったものも数知れな 。一度失われた史料は 二度と取り戻すことが出来ないのである　
さらに、今なお続く「復興」過程の で、大規模な土木工事、集落の移転、区画




起こった場所」とさせず、人々の歴史的なあゆみに裏付けられた暮らしがあったことを伝え、将来にわたってそのことを知るための手がかりを残すことを、専門性を活かした災害支援の一つだと考えている。暮ら 痕跡をほとんど失っ 津波被災地や、私の故郷・福島 、フレコンバッグに埋もれ 町を訪れる中で、その思いはより強くなった。失われ 手がかりを取り戻す は、 何をすべきなのか。 一つ 、被災した 域の外に残る史料を集めるこ であろう。そのよう 中で、江戸時代の旅行史、観光史の立場から『陸奥日記』を分析した青柳周一 高橋陽一両氏の研究を通じて、その存在を知る事となった。本文が未活字化と う とであれば、それを公刊すること自体に意義がある さらに、小津久足による描写の特徴ゆえに、そこには被災した各地の、過ぎ去った歴史を知る めの貴重な内容を含んでい と考えたからである。青柳 高橋両氏に 以上のことを説明し 担 て解読を行 たいと提案したのは、二〇一五年十二月 ことであった。　
両氏からは快諾を得る一方、青柳氏から、江戸文学者の菱岡憲司氏が小津久足の
未刊紀行文についても出版 進め いる との教示があった。 『陸奥日記』 ついても出版される可能性があるとのことであったので、青柳氏から菱岡氏に照会したところ、 「陸奥」に関する作品 、被災した東北 地から発信する意義 指摘され、
v全文の解読原稿を快く私たちに提供されたのである。本書の刊行は、この「一二万字の被災地支援」無くしてはありえなかったことを明記しておきたい。　
菱岡氏からは合わせて、 『陸奥日記』を歴史学の視点から検討することの意義に
ついて示唆を受けた。久足がたどった各地の史跡、 伝承、 当時の社会状況 調査には、その経路に当たるそれぞれ 地域に根ざ た調査研究が必須である。そこで、千葉、茨城、福島、宮城、栃木 研究者に呼びかけ、二〇一六年から「陸奥日記研究 」を立ち上げている。 「三・一一」被災各地での史料レスキューなど、歴史学、人文学の立場からの地域連携、被災地支援に積極的に取り組む仲間である。目下 久足の陸奥への旅路につい 、文学・歴史学 観点から学際研究を進めてい 、本書はその最初 成果でもある。研究会の呼びか 人である菱岡、青柳、高橋の三氏に加え、江戸紀行文学研究の第一人者である板坂耀子氏からも寄稿を受け 。記して感謝したい。　『陸奥日記』が、江戸文学や江戸時代の文化史、経路となった各地の地域史研究で活用されることはもちろん、 「三・ 一」により被災した地域に暮らす方々や そこに思いを寄せ 方々にとって、それぞれ ふるさとを知るため よすがとなれば幸いである。
